
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路ガイダンス 

３年生の進路もほぼ決定し、就職にあるいは進学にと取り組んできた３年生から 

後輩たちへのメッセージが伝えられました。 

 

日時 平成３０年１２月１４日（水） 

場所 就職希望者 武道場 

     進学希望者 視聴覚教室 

   

   

 

 

 進路ＮＥＷＳ 
四日市中央工業高等学校 

2019年3月1日〈金〉 

進路通信第６号 

 

横綱 稀勢の里が引退した。 

努力で成長してきた稀勢の里を象徴するように、稀勢の里の父親は、

中学の卒業文集の存在を明かしている。将来の横綱、寛少年はしっ

かりとこう書いている。 「天才は生まれつきです。もうなれません。

努力です。努力で天才に勝ちます」 努力に次ぐ努力で苦難を乗り越

えてきた、人間くさい横綱が、ついに土俵を去った。 

引退会見で、17年間の土俵生活で貫いた信念は何かと問われた稀勢

の里は、「絶対に逃げない。その気持ちです」と答えた。稀勢の里が

土俵上で体現し続けた、まっすぐ当たって前に出る、愚直な相撲は、

まさしく「逃げない」信念の現れだ。それは得難い個性として多く

のファンを引き付け、初優勝、横綱昇進、新横綱場所での大ケガを

乗り越えての劇的の優勝として結実した。 

さて、本校の進路について本年度を振り返ってみます。年々、求人企

業数並びに求人数が増えてきています、求人倍数は優に 10倍を超え売

り手市場を反映しています。こうなると、何をやりたい、こういう仕事に挑

戦していきたいと言うより、会社の名前やネームバリューで進路先を決

めていく傾向があります。 

就職にあるいは進学にと新しい門出に三年生は旅立っていくわけで

すが、その先は学校で習わなかった様々な困難や壁にぶつかることに

直面することが多くなると思います。ここで、この状況を打破するために

数年経つと、早い者で数ヶ月すると、辞めたい、逃げ出したいと弱気の

虫が顔をのぞかせます。 

同級生たちの話を聞くと、自分とは違って給料は沢山貰っていたり、休

みが沢山あって等々自分の置かれている状況と比較するとネガティブな

事柄が見えてきたりします。働くとはどういうことか？お金も大切ですが、

沢山の年休も大切ですが、そういう時こそ一度立ち止まって冷静に見つ

め考えてほしいものです。継続は力なのです。 

 今は、昔と異なり終身雇用と言う概念が崩れてきていることはあります

が、技術や技能は僅か数年で身につくモノではありません。稀勢の里が

逃げずに貫いた姿勢にこそ、その道で ” 匠 ”として評価される事だと

私は思います。 

進路指導部  中村 元紀 
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求人数の推移

会社数県内 会社数県外 会社数合計

求人数県内 求人数県外 求人数合計

就職予定企業 

株式会社 デンソー 本田技研工業株式会社 鈴鹿製作所 株式会社 東芝メモリ 

JSR 株式会社 四日市工場 中部電力株式会社 東ソー株式会社 四日市事業所 

上野製薬株式会社 鹿島道路株式会社 一般社団法人 パブリックサービス 

石原産業株式会社 四日市工場 トヨタ自動車株式会社 

専門学校 ・ 大 学 

武庫川女子大学 愛知工業大学 日本大学 東海学園大学 名古屋商科大学 

中京大学 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学工学科（教室棟） 

卒業生との懇談会 

６月２０日（水） 

本校を卒業して２～３年の卒業生に来て貰い、企業での様子や会社の説明

や就職するにあたり、在学中に身につけておきたい事柄などを各学科に別れ

先輩たちから貴重なアドバイスを受けました。 

会社の選択は就職実績のある企業から各学科のリクエストにより依頼を行

いました。 

参加企業一覧 

株式会社ジェイテクト・本田技研工業 鈴鹿製作所・三重機械鉄工株式会社 

ＣＫＤ株式会社・東ソー株式会社 四日市事業所・旭化成株式会社 

東芝メモリ株式会社 四日市工場・ＪＳＲ株式会社四日市工場・（株）中村組 

東海コンクリート株式会社・昭和四日市石油株式会社・（株）シーエヌ建設 

日本道路株式会社 中部支店・長谷川体育施設株式会社・ 

トヨタ車体株式会社・ 三菱自動車工業株式会社 技術センター 

三菱ガス化学株式会社 四日市工場 

 

機械科 （視聴覚教室） 

 

設備システム科（実習室２Ｆ） 

 

電気科（実習棟２Ｆ） 

 

都市工学科（実習室 １～３Ｆ） 

進学に関するあれこれ 

本年度も進学希望者は４０名を超えました。さらに二年間並びに４年間勉強していくと

なると、今までの環境とは大きく異なります。 

環境だけではなく、大学の授業料を始め、入学金、実習費など高校のそれとはケタが一気

に跳ね上がります。自宅から通学するのと下宿をするのでもかなり親の負担は大きくな

ります。下表は大学の場所によりかなり異なりますが、平均の支出額はこのように算出さ

れます。（東京や京都、大阪など都市部はさらに高くなる傾向にあります） 

 
本校では、奨学金を希望し、それをあてに進学の予算計画を建てる場合が少なからずい

ますが、奨学金はあくまで、借金であることの認識が未だ未だが低く感じます。奨学金

の申込用紙を殆どの親が記入し提出することから、本人の自覚が少なくなると言ったと

ころでしょう。 

学校を卒業した段階で、現実問題としてその奨学金と言った“借金”の返済が始まりま

す。就職が決まっていない等と言った泣き言は聞いてもらえません。奨学金を借り受け

た人間の６０％近くがその返済に苦しむ事も現実としてあり、４０歳を過ぎても未だ未

だ返済をしている人がいることも現実としてあります。 

生活費をアルバイトで賄うといった事を考えがちですが、アルバイトと学業が反転し本

末転倒するケースに陥らないように、進学を希望する者は今一度お金についても考えま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


